
研究開発に係る無形資産価値の
可視化研究会 第２回

経済産業省

産業技術環境局

技術振興・大学連携推進課、大学連携推進室
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１．本日の進め方
Å / / 

Å

２．研究開発型スタートアップWGにおける議論の報告と討議
Å WG

Å

３．大学WGにおける議論の報告と討議
Å WG

Å
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本研究会の位置づけ
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本研究会の構成 –研究会と２つのWGの関係
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（参考）研究開発型スタートアップWGの座長/委員の皆様

¸ WGṕ
Ṗ

ṕ Ṗ
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KPMG FAS

IVSṕInternational Valuation Standards Council Ṗ
Business Valuation Standards Board 
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ṕ CIOṖ

KDDI
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（参考）大学WGの座長/委員の皆様

¸ WGṕ WG Ṗ

ṕ Ṗ

ṕ Ṗ

/ 

EDiX Professional Group

FFG

7



スタートアップWG - 議論の振り返りと方針の再確認
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大学WG - 議論の振り返りと方針の再確認
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本研究会のスケジュール（案）

3211098 11 12
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¸ WG

本日の進め方

WG
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「ディープテックスタートアップ」とは
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ディープテックスタートアップの特徴

¸

SU

¸

WG

一般的なSUの特徴 ディープテックスタートアップの特徴

10
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参考 –本WGにおける「ディープテックスタートアップ」の領域イメージ
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「ディープテックSU」の具体例①- エレファンテック株式会社

¸ 8 2~4

Å2014

Å

Å

Å

Å

Å

Å 25 *

*2022 7 ;  SourceḲ ; PRTIMES º AgIC Kickstarter º;

Å

Å

Å2023 2030

10Ṿ

エレクトロニクス製品製造過程における資源の大量利用・廃棄問題
Å特に「現像」、「エッチング」の工程の廃棄率が高い
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「ディープテックSU」の具体例②- マイクロ波化学株式会社

¸

*2022 9 16 ; SourceḲ ; NEDO ; minsaku ;

Å2007

Å

Å

CEO / 

CSO

Å 120 *

化学産業における莫大なエネルギー消費およびCOϒ排出問題
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「ディープテックSU」の具体例③- ペプチドリーム株式会社

¸

*2022 9 16 ;  SourceḲNEDO" ~ "; º 3 º

Å2006

Å

Å

Å 2,189 *

高効果と低コストを両立した中分子のペプチドでの創薬
Å従来の医薬品では、低分子は安価ながら病巣の狙い撃ちが難し
く、高分子は高価かつ細胞膜を透過しづらい等の短所が存在

"PDPS" (Peptide Discovery 

Platform System) 3

Å ṕPDCsṖ
Å

2022
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ディープテックスタートアップを取り巻く課題全体像（現時点仮説）

世界と伍するディープテックスタートアップの創出・成長が自律的に繰り返されるエコシステム
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SU SU win-win

ÅWG ṕ / Ṗ

*主に上場前のスタートアップ投資を想定、レイターの後半（A3）のみ上場後の投資家（機関投資家、個人投資家）を想定

*

ディープテックSUの
成功例/ 先行事例
が少ない

ファウンダー/ 関連
スキルを持った人材
が少ない

起業・事業化の
促進体制が不十分

投資の方法論が十分に確立されず、結果として事業支援の
ノウハウも蓄積されない

10 年程度の償還期間では、ディープテックSUが
投資対象とならない

シード～アーリーの段階で
チーム/事業・資金計画がう
まく立ち上がっていない

SUとの連携等のベスト
プラクティスが分からず、
事業戦略として検討できて
いる事例が少ない

Ṍ

有望な事業化の出口 / 

拡大戦略 (IPO, M&A等)

が立っていない

SUとの連携実績が少なく、
M&Aも含めた連携事例が
少ない/ベストプラクティス
が積みあがっていない

M&A / IPOに着地
できない・できても
その後が続かない

それまでの積み上げが無く、
大きいバリュエーションでの
M&A も条件が折り合わな
い/ ためらってしまう
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市場の関心
・理解が未だ
低く、IPOが
過小評価となる
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第1回スタートアップWGにおける主な問題提起

20*主に上場前のスタートアップ投資を想定、レイターの後半（A3）のみ上場後の投資家（機関投資家、個人投資家）を想定
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ディープテックSUの課題を取り巻く各ステークホルダー間の関係性(1/3)

¸ Ṍ

Ṍ

ディープテックSUの
成功例/ 先行事例
が少ない

ファウンダー/ 関連
スキルを持った人材
が少ない

*

シード～アーリーの段階でチーム/事業・資金計画がうまく立ち上がっていない

( ) Å

10年程度の償還期間では、ディープテックSUが投資対象とならない/ 
投資の方法論が十分に確立されず、結果として事業支援のノウハウも蓄積されない

SU

Å ṕṌ10 Ṗ

SU

SUとの連携等のベストプラクティスが分からず、
事業戦略として検討できている事例が少ない

Å R&D

Å / 

SU

SU

SU

起業・事業化の
促進体制が不十分
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*主に上場前のスタートアップ投資を想定、レイターの後半（A3）のみ上場後の投資家（機関投資家、個人投資家）を想定



シード～アーリーの
段階でチーム/事業・
資金計画がうまく
立ち上がっていない

SUとの連携等の
ベストプラクティスが
分からず、事業戦略
として検討できている
事例が少ない

ディープテックSUが
投資対象とならない
/ 投資の方法論・
支援ノウハウが確立・
蓄積されない

ディープテックSUの課題を取り巻く各ステークホルダー間の関係性(2/3)

¸ KSF

Ṍ

*

有望な事業化の出口 / 拡大戦略 (IPO, M&A等)が立っていない

( )
( )

10年程度の償還期間では、ディープテックSUが投資対象とならない/ 
投資の方法論が十分に確立されず、結果として事業支援のノウハウも蓄積されない

SU / 

Å SU

Å

SUとの連携実績が少なく、M&A も含めた連携事
例が少ない/ ベストプラクティスが積みあがっていない

Win-win / M&A

Å

SU Exit / / 
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ディープテックSUの課題を取り巻く各ステークホルダー間の関係性(3/3)

¸ win -win M&A/IPO

有望な事業化の
出口 / 拡大戦略
(IPO, M&A 等) が
立っていない

SUとの連携実績が
少なく、M&A も
事例が少ない/ ベスト
プラクティスが
積みあがっていない

ディープテックSUが
投資対象とならない
/ 投資の方法論・
支援ノウハウが確立・
蓄積されない

M&A / IPOに着地できない・できてもその後が続かない

M&A / IPO
Win -win M&A
IPO

それまでの積み上げが無く、大きいバリュエーションで
のM&A も条件が折り合わない/ ためらってしまう

SU

Å

*
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10年程度の償還期間では、ディープテックSUが
投資対象とならない/ 投資の方法論が十分に確立
されず、結果として事業支援のノウハウも蓄積されない
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市場の関心・理解が未だ
低く、IPOが過小評価となる
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*主に上場前のスタートアップ投資を想定、レイターの後半（A3）のみ上場後の投資家（機関投資家、個人投資家）を想定
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問題提起を踏まえた本研究会/ WGとしての検討方針・アウトプットイメージ

24*主に上場前のスタートアップ投資を想定、レイターの後半（A3）のみ上場後の投資家（機関投資家、個人投資家）を想定
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参考 - スタートアップWGの論点に関する既存取組・施策（調査事業等）

¸ Ṅ WG

Ṍ

スタートアップとの事業連携及びスタートアップの
出資に関する指針/ 
ディープテックスタートアップと事業会社のオープ
ンイノベーション促進のためのモデル契約書
Å

大企業×スタートアップのM&A に関する
調査報告書
Å

IR

各種NEDO 施策
ÅTCP ï

ÅNEP ï / 

ÅSTS ï VC

スタートアップの成長に向けたファイナンスに関するガイダンス
Å ṌIPO ṕ ṌIPO Ṗ

事業会社と研究開発型ベンチャー企業の連携のための手引き（第1～3版）

Å CVC
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ディープテックSUの価値を中長期で
評価し、支援/ 出資するための制度や
評価方法は十分に確立されていない
Åセカンダリーマーケット
Å中長期の事業価値評価方法

専門人材/VC 育成は
取組まれているが、更なる
加速が求められるか

事業会社がディープテックSUと連携/へ出資する
際に、どのように評価し、社内での意思決定を
進めるか、に関するガイダンスは補足余地あり
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大学WG - 背景となる課題認識と議論の目的

¸

無形資産（知財・技術・データ・ノウハウ・学術的知見・経験等）を活用Ṅ

¸

FAQ 大学が「知」の貢献に対して適切な対価を得ることの重要性や必要性を示し
てきた 貢献分
が適切に評価されず、大学等がそれに見合う対価を得られていないケースが依然として多い

¸ 大学等が企業に提供し得る価値を整理
大学等の「知」の価値を評価・算出する上で

の “考え方”や実務的な方法論の整理

¸ WG 産学官連携ガイドライン追補版で提示した考え方の深掘りを行い、
何らかの指針を示すことを目指す

Ṭ
Å

Å

Å

Å

Å é
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論点⓪ 大学等が企業に提供し得る「知」の価値
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「知」の価値付けの評価・算出方法：“考え方”の全体像
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「知」の価値付けの評価・算出方法：“考え方”の利点/ 難点の整理
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論点とアウトプットイメージ

¸ FAQ
ṕ Ṗ

( )

( )

( )

( )

ṕ Ṗ ṕ Ṗ

1. : 

2.

Å ¬ º
Å ¬ º
ï

ï

ï

ï

3.

Å

Å

0

A

A

B

C

32



¸ ễ

本日ご議論頂きたいこと
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